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発表の内容

・「いろ色！〜自然たんけん隊！〜」の概要

・アイディアから企画が定まるまで

・制作の過程についてースケジュールと各班の取り組み

・11月のイベント（本実装）について

・体験者のアンケート結果

・今後の課題ー発展と継続
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生田緑地（川崎市多摩区）について



生田緑地共同事業体との打ち合わせ

2020.07.06(月) 生田緑地整備事務所内



アイディアから企画が定まるまで



親子で楽しむ新しい自然体験コンテンツを作りたい

目的、動機



2020.01.26(日) 地下謎への招待状

2020.02.15(土) 菅生緑地

1月−3月　既存の体験コンテンツ調査

2020.02.21(金) 高尾山

2020.02.05(水) No escape
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5月　自然体験史を制作しディスカッション



 新たな企画案を考える (miro)   Google Meetでのミーティング

ミーティングの様子



新しい自然体験とは

→理科学的な関心、環境問題への意識を高める目的を、私たちはどう考えるか

→もっとほかに新しい目的はないか？もっと大切なことは？



・感触、発見のよろこび

・きれい、おもしろい、たのしい、感情を大切にしたい

・親子の思い出づくり



 シール貼りって
        たのしい！

色をさがして
親子で共有する

宝の地図って
テンション上がる！アプリで他の人と写真

共有できるといいね  

ARで妖精が出ると
もっと嬉しい！



制作の過程について
スケジュール（これまでとこれから）



制作スケジュール

5月　企画・事例調査

　 6月　班別に制作

　   9,10月　仮実装

      　11月　本実装

  12月　振り返り

7月　プロダクト制作

2021年度 一部メンバーで卒業演習として継続して取り組む予定



7月　プロダクトの制作

表面 裏面



9月　ユーザーテスト（仮実装1）

2020.09.13(日) 友人に親子役になってもらい体験してもらう



生田緑地共同事業体との打ち合わせ（2回目）

2020.09.28(月) 生田緑地整備事務所内



10月　ユーザーテスト（仮実装2）

仮実装2写真

2020.10.10(土) 大雨のため、メンバーのみでの開催



ポスターの掲示



制作の過程について
各班の取り組み



デザイン班









Ruby on Rails

アプリ開発班





Blender

　　　　　　　　

AR班





　

モデリング作成、AR化



https://docs.google.com/file/d/1rZ1OoymC_DKRgafwDilNl9DpzcQSggVv/preview


11月

生田緑地でイベント（本実装）開催！





受付



見守り隊







生田緑地 本実装の様子











https://docs.google.com/file/d/11XkcUCDR7413XlijVTUiYMdOdv1x9dEb/preview




参加組数：　　84  組
参加人数：　　229人

キット数：　　98  個
 アンケート回収数：　　59  組

本実装の実績



体験者のアンケート結果



Q1. お子さんの年齢を教えて下さい

Q2. 親子間でコミュニケーションをとることができましたか

Q3. 普段の公園遊びと比べて、お子さんはどの自然に関心を持っていましたか 

(複数選択可)

Q4. いろ色！を体験した際の、お子さんの面白エピソードをぜひ教えて下さい！

Q5. このコンテンツ全体を通して、満足できましたか

質問内容



とれた

とれなかった





満足した

満足していない



・「下から見たら綺麗だね」と、いつもとは違った角度から植物を
　みていた。枯れた葉っぱはダメだという認識があった。

・葉っぱの緑は息子ルールでは色に含まれないらしく、緑色だけが
　最後まで残りました。

・大人だと赤い色と思うところを紫と表現していました。

・下に落ちてる小さな赤い実の触感を確認しようと力を入れたら、
　中から種がピュッと飛び出してきて、「梅干しだ！」と叫んで
　いました。

・虫は嫌いなのにちょうちょを撮ろうと頑張っていました。

・紫色が見つからなくて、地面の石を探していました！



今後の課題
発展と継続について



発展
　−2020年度　プロジェクト履修者（現メンバー）

　   1月　「今後の発展について」の考察・プレゼン（各メンバー）

　例：生田緑地の自然を紹介するアニメ制作、キャラグッズ展開、

       　汎用性の高いデザインにする、ほかのSDGsの目標も視野に入れた

 　　    コンテンツにする

       2月　学会発表

 　    生田緑地共同事業体に報告

今後の課題　発展と継続について



今後の課題　発展と継続について

継続
　−2021年度　卒業演習履修者（一部メンバー）

　   ・春、夏、冬バージョンの作成

　   ・生田緑地以外でも実施できるキットを作る

　   ・数年単位で使えるコンテンツのあり方を模索する



Good Luck! 


